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研究成果の概要（和文）：本研究は、文理融合の多分野の研究者らと医療実務者らの協働により、実践的地域研
究の立場から日本とタイにおける高齢者の「フレイル」の実態を探求し、地域に根ざした介護予防モデルを構築
することを目標とした。新型コロナウイルス感染症の拡大によって研究計画の変更が生じたものの、コロナ禍に
おける高齢者の健康状態および予防行動に注目した調査を実施することができ、期待を上回る学術的成果をあげ
ることができた。一方で、予定していた介入研究（介護予防プログラムの実施）については、集団を対象とする
介入が困難であったことから、現地の医療スタッフと共に個別の運動指導や健康相談等を行う計画へと変更し実
施した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore “frailty” among older adults by the 
multi-disciplinal research approach and to develop a community-based model of Kaigo-yobo (prevention
 of being dependent and in need of long-term care) in Thailand and Japan.  Although the research 
plan had to be modified from the original form due to the COVID-19 pandemic, we were able to conduct
 a survey focusing on the health status and preventive behaviors of the elderly during and after the
 pandemic, and succeeded to publish the academic results more than expected. On the other hand, the 
intervention study could not be fully implemented due to the difficulty of conducting interventions 
targeting a older population due to the infection control, thus individual exercise guidance and 
health counseling were conducted with local medical staffs in addition to on-site surveys.

研究分野：公衆衛生学

キーワード： 介護予防　フレイル　食事摂取状況　口腔機能　地域在住高齢者　タイ　実践型地域研究

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新型コロナウイルスの感染症拡大によって、感染に対し脆弱性をもつ高齢者の孤立や体力低下がより深刻な課題
となるなかで、フレイルを多角的に再検討する意味においても、本研究（感染症拡大下での高齢者の健康行動の
実態、経年的ADL低下の発生、社会的因子をふくめたフレイルの関連因子の状況、等）の分析・報告は意義のあ
るものであったと考える。今後は、現在解析中の結果もふまえ、介護予防の実践に重点をおいた研究を行いた
い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1．研究開始当初の背景 

要介護状態の前段階とされる「フレイル（虚弱性）」への予防的介入は、介護保険財政が逼迫

する日本と、制度が未整備で家族の介護負担が深刻化しているタイの双方にとって喫緊の課題

であり、社会保障に拠らない新たな介護予防アプローチが求められている。一方で、タイ語で

「Frailty」にあたるものは、統一された用語がなく、「要介護」の期間に関するデータは十分でな

いため高齢者のフレイル、要介護への移行の実態は未だ不明な点が多い。米国老年医学会が提唱

し広く用いられている Fried のフレイル指標は、歩行速度、握力低下などの 5 項目で評価する指

標であり、主に身体的機能を評価している。筆者らは先行研究として、この指標を用いてタイの

地域在住高齢者を対象に調査をした。その結果、フレイルと口腔機能との関連が見られた一方で、

その他の健康状態を反映していないことが明らかになった（Iwasaki M, et al. 2018）。このことか

ら、精神的健康、および社会・文化的背景を考慮した指標の必要性が明確となった。 

タイと日本では、医療や介護に関わる制度の整備状況やその背景において大きな違いがある

一方で、人口高齢化による諸課題が深刻な社会問題の一つとして顕在化してきている共通点が

ある。介護問題の解決を地域・コミュニティに求める動きも高まり、「介護予防」は地域の課題

として一層重要になってきた。そこで筆者らは、文理融合の実践的地域研究の立場から、高齢者

の「フレイル」の実態を探求し、地域に根ざした介護予防モデルを構築することを目標とした。 

 

2．研究の目的 

本研究は、タイと日本において、文理融合の多分野の研究者と医療実務者らの協働により、高

齢期の「フレイル」の実態を、社会的また文化的側面から明らかにし、地域の特性にそくした新

たなフレイル指標を開発することを目的とした。さらに、5 年間の研究で、対象者の縦断的な変

化を追うことで、フレイルやそれを取りまく因子の段階的な変化と、予防介入の効果についても、

量的および質的なデータから検証する。最終的には、フレイル高齢者をスクリーニングし、介護

予防の取組みにつなげることを実践的な目標とした。 

 

3．研究の方法 

(1) 研究開始当初の研究計画 

本研究は、5 年間を通じて 3 つのフェーズ：①タイと日本におけるフレイルの実態を把握し、

新たなフレイル指標を開発する、② 新たなフレイル指標を適用し、地域でのフレイルのスクリ

ーニングを行う、③ 抽出されたフレイル高齢者に対して介護予防の実践を行う。それぞれを A. 

質的研究、B.量的研究、C.実践的研究の３つのドメインで実施する。 

地域の特徴をより明確にするため、日本とタイにおける都市部と農村部（計 4 地域）にて、質的

および量的研究を、文理融合の研究者らにより実施する。 

方法 A：質的研究 

調査地域において、高齢者のフレイルの実態について質的インタビューを行う。 

内容：高齢者自身のフレイルの捉えかた、日常生活、食生活、教育・生業・職業の経経済状況、

家族関係、親族関係、コミュニティの形態と活動、信仰と仏教関連活動など 

方法 B : 量的研究 

【調査地・対象】 下記対象に対し、総合機能健診を実施。(農村：全戸対象、都市：ランダムサ

ンプリング) 

日本：高知県土佐町の地域在住高齢者* 300 人  

   京都府京都市西京区の高齢者住宅 150 人 

タイ：ナコンパトム市ムアン地区の地域在住高齢者 300 人 

        *地域在住高齢者：入院・入所の者を除く 65 歳以上の地域に暮らす高齢者 

得られたデータは統計学的に分析し、地域ごとの集団の傾向を比較する。 

健診により、各地域から約 10%

のフレイル高齢者を抽出し、対象

者に介護予防プログラムを実施 



方法 C: 実践・還元 

各健診後に、個人と地域保健センターに結果説明を行う。各フェーズで最低 1 本の学術論文に

て研究成果の公表、および介護予防プログラム実施後は報告書を地域に還元する 

合わせて考察する。 

 

(2) COVID-19感染症拡大以降の研究計画の変更 

 2019 年度に本課題が採択された後、当初の計画通り、高知県土佐町およびタイ・ナコンパト

ムにおいて各地約 200~300名分の健診を実施しフレイルと関連項目に関するデータを収集した。

また、初年度は質的研究を中心とした調査を実施するため、研究代表者の木村は 2019 年 9 月に

タイ・ナコンパトムにおいて一か月滞在し、タイの高齢者のフレイルへの意識やその対応に関す

るインタビュー調査を行った。しかしながら、COVID-19 感染拡大のため初年度の 2020 年 3 月

以降、現地への渡航が困難となった。また、高齢者を対象とする本研究において、感染症による

死者も多く出ていた高齢者層への働きかけは、日本国内においても厳しい状況であった。 

 そこで、当初の計画を変更し、2020 年~2021 年度はまず下記の 3 点を実施した。 

渡航困難期間中の調査内容 

1) 過去の調査データの整理と文献レビュー 

調査地における過去の調査データをフレイルの文脈に沿って分析しなおし、フレイルおよび

介護予防関連の文献レビューやその他調査データを活用し、整理・分析した。 

2) 感染症拡大下における高齢者の健康と食生活の実態調査 

郵送アンケートや個別インタビュー（人数を制限）を日本国内でまず実施し、訪問可能な近

隣のデイケア等において高齢者の健康行動に関する調査を実施した。 

3) スマートフォンを用いたバーチャルな介護予防の実践 

1人暮らしの高齢者を対象に、スマートフォンのアプリケーションである LINEを用いた「ス

マホ食事クラブ」を計画・実施し、高齢者の孤立と心理的健康への効果を検証した。 

2022 年度からタイのナコンパトムおよび高知県土佐町において高齢者の健康に関する健康診

断を再開することができた。コロナ前に健診を実施した対象者において、コロナ後である 2022

年の状況を経年的な変化として分析した。また、2022 年度の健診時において 5 年前と比較して

ADL（日常生活動作）を維持できていた高齢者を抽出し、家庭訪問をおこないインタビュー調査

を実施した。2023 年度は、その結果を量的に分析し、コロナ前に身体的な健康度（ADL 等）が

保たれていた高齢者の行動（食事や運動、文教活動など）についての具体的な状況を調査した。

これらの調査により、フレイルへの対応としての介護予防行動だけでなく、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響による健康行動の変容についても、貴重なデータを得ることができた。2023 年

度に新たにナコンパトムで計 19 名、高知県土佐町で 8 名の高齢者宅の家庭訪問および個別イン

タビューを行い、2024 年 5月現在、それらのデータを分析中である。 

 

4．研究成果 

(1) 高齢者のフレイルと身体的自立度、社会活動および栄養・口腔に関する研究 

まず、本研究の対象地域における高齢者の過去の健診データを量的に解析し、フレイルの関連

因子を日本とタイの高齢者で比較した。その結果、土佐町の高齢者ではフレイルに関連する因子

として ADL、栄養状態および口腔機能等が関連していることが明らかになった一方で、ナコン

パトムの高齢者においては経

済状況、教育歴および喫煙状況

等の生活背景が関連している

ことが明らかになった（図 1、

KimuraY et al. 2022）。 

フレイルに関連する身体的



自立度（ADL 等）の低下の背景を分析し、さらに両地域の高齢者に関連がみられた社会活動

（Social ADL）にも着目した分析もおこなった（Kwanchit et al 2024）。 

 フレイルに関連していた口腔機能にも注目し、岩崎らはオーラルフレイルをフィールドで簡

便に調査する「Oral frailty 5-item Checklist：OF-5」を開発した。この 5 項目は「残存歯数の減少」、

「咀嚼困難感」、「嚥下困難感」、「口腔乾燥感」、「滑舌低下（舌口唇巧緻性低下）」とし、この内

2 つ以上該当の場合にオーラルフレイルと定義するもので、解析対象者 1206 名（平均年齢 74.7

歳）を用いて有用性を報告した。オーラルフレイルは多様性の低い食事、社会的孤立を介して間

接的に身体的フレイルに影響を与えていたことも明らかになった（Iwasaki M et al. 2024）。 

 また、コロナ禍の活動自粛期間は結果として、高齢者の孤立の状況がどのように健康に影響す

るかを短期間で検証するデータを得ることにもつながった。高齢者の会話減少が孤食や口腔機

能の悪化、および抑うつ傾向と関連していたこともアンケート調査による量的研究から明らか

となった（IshimotoY et al. 2024）。 

 

(2) 感染症拡大下における高齢者の包括的健康度の実態調査と実践的研究 

 COVID-19 感染症拡大により、高齢者は感染への脆弱性だけでなく、活動自粛による身体活動

量の減少や孤立、食習慣の悪化等が報告されていた。そこで筆者らは、高知県土佐町に居住の 75

歳以上の地域在住高齢において、感染症拡大による主観的運動量および食事量の変化と、ADL と

の関連を明らかにすることを目的とし郵送による質問紙調査を実施した。2019 年および 2021 年

の両年の自記式質問紙調査に回答した 301 人のデータ分析から、運動量が減少したと回答した

対象者は、男性：15.9%、女性：22.9%であり、これらの割合が先行研究よりも比較的少なく、

農村地域においては運動量の低下や ADL との関連は 2021 年時点では見られなかった（木

村ら 2022）。さらに、同様に地域在住高齢者を対象としたインタビュー調査（対象者 21人）

からは、外出自粛期間中（2020年 4，5月頃）の体力低下の状況と食生活を含めた日常生活

の行動について背景要因を質的に分析したところ、予防行動（運動や食事改善）にいたる背

景として、高齢者の過去の経験や記憶が健康行動において重要な役割をもつことを明らか

にした（Kimura Y, et al. 2022）。また、高知県土佐町の健診参加者を対象として、スマートフ

ォンのアプリケーションである LINE を用いた (Sasaki R, Haapio-Kirk L, Kimura Y. 2021)。 

タイにおいても行動規制がされていた 2022 年 3 月に現地に赴き、現地の保健センターにおい

て医療関係者やヘルスボランティアを対象としたインタビュー調査を実施した。この時点では

まだ高齢者に接することがためらわれたものの、同年 9 月から徐々に家庭訪問による個別イン

タビューが可能となった。コロナ禍における高齢者の状況や健康行動に関して、日本とタイで文

化的背景をふまえた考察を行い報告した（木村ら 2022）。 

 

(3) フレイルと身体的自立度に関する縦断的フォローアップ調査 

 2022 年 12 月から 2023 年 3 月にかけて、ナコンパトムにおいても高齢者の健診調査を再開す

ることができた。2016 年に調査に参加した 60 歳以上の高齢者 355 人を対象に、現地ヘルスボラ

ンティアの協力のもと、個別訪問による調査を実施した。うち、183 人の健康データの入手がで

きた。追跡できなかった対象者のうち約 50 名

はコロナ禍を経た 6年間の間に死亡や転出（入

院や引越し等）があったことを確認した。 

縦断的に分析すると、2016 年に ADL が自

立していた人（基本的 ADL スコア 20 点およ

び 21 点）156 人のうち、2022 年に ADL 非自

立になった人は 34 人（21.8%）であった。2016

年から 2022 年の基本的 ADL の得点の変化量

をヒストグラムにあらわすと、図 2 のように

なる。この結果をふまえ、ADL を維持できて
図 2 ナコンパトムの高齢者の 6 年後の ADL 変化 



いた高齢者を訪問し、インタビュー調査を行うことで、フレイルの実態と予防行動に関する質的

分析を行った。2023 年度は、個別インタビューの件数をさらに増やし身体的な健康度（ADL 等）

が保たれていた高齢者の行動（食事や運動、文教活動など）についての具体的な状況を調査し、

分析した。2023 年 3 月にもあらたな訪問調査・インタビューを行い、ナコンパトムで計 19 名、

高知県土佐町で 8 名の高齢者宅の家庭訪問および個別インタビューの結果と量的分析をあわせ

て分析を行っている（2024 年 5 月現在）。 

 

(4) 成果の総括 

本研究は、文理融合の研究メンバーと医療実務者らの協働により、実践的地域研究の立場から

高齢者の「フレイル」の実態を探求し、地域に根ざした介護予防モデルを構築することを目標と

した。新型コロナウイルス感染症の拡大によって高齢者を対象とした健診が困難になったた

め、計画には約 2 年の遅れが生じたものの、本研究期間の 5 年間において、書籍および査

読付き原著論文を合計 40 本、査読無し論文・報告および学会発表は 16 回以上と、期待を

上回る学術的成果をあげることができた。感染症の拡大によって、高齢者の孤立や体力低下が

より深刻な課題となるなかで、フレイルを多角的に再検討するう

えでも本研究（感染症拡大下での高齢者の健康行動の実態、経年

的 ADL 低下の発生、社会的因子をふくめたフレイルの関連因子の

状況、等）の分析・報告は意義のあるものであったと考える。 

 一方で、予定していた介入研究（介護予防プログラムの実施）

および地域の介護予防運動への還元については、集団を対象とす

る介入が困難であったことから、十分に実施できなかった。訪問

調査に加えて個別の運動指導や健康相談等を、現地の医療スタッ

フと共に実施するにとどまった（図 3）。今後は、現在解析中の結

果もふまえ、介護予防の実践に重点をおいた研究を行いたい。 
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